
 

 

入学、進級、おめでとうございます。 

新型コロナウイルスが収束しない中でも、花は美しく咲き、子ども達は着実に成長してい

ます。 

いよいよ新年度が始まりました。子ども達が大きな夢と希望を抱いて、元気に登校してき

ました。チーム市之倉で、201人の思いに応えていきます。本年度もどうぞよろしくお願い

いたします。 

子どもを主語にする 
～一人一人の笑顔がいっぱいあふれる学校に～ 

校長 後藤 佐恵子 

 

「何回も練習したら、二重跳びができるようになったよ。」 

お子さんが生まれて今日までに、自分でできるようになったことは何でしょう。 

歩く、喋る、歯を磨く、服を着る、ご飯を食べる、文字を書く、計算する、自転

車に乗る、…たくさんあるものです。 

それらは、誰かに言われてやったことかもしれませんが、「やる」という意思は、

子ども自らのものです。 

 

この一年、子ども達が「やってみよう」と、前向きになれる取り組みをどんどん

やっていきます。 

コロナ禍の中、思うようにできないことがあるかもしれませんが、できないから

と諦めるのではなく、どうしたらできるか工夫していきます。 

そして、常に子どもを主語にして、「自分でできることは自分でやる」子ども達に、

「自分達の生活は自分達でつくる」集団に、育てていきます。 

そうすれば、コロナだからとか、誰かがやれと言ったからとか、やらないと叱ら

れるからとか、人の責任にして行動する子ども達には育たないでしょう。 

そうすれば、先生が言ってくれなかったからとか、何していいかわからないから

とか、それを理由にして行動しない・できない子ども達には育たないでしょう。 

この一年、子ども達の「自分でできること」をさらに増やし、笑顔がいっぱいあ

ふれる市之倉小学校にしていきます。 
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